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入江大樹, 鈴木 玲, 高木忠之, 杉本 充, 紺野直紀, 佐藤雄紀, 引地拓人, 大平弘正. 膵癌に対する

gemcitabine+nab-paclitaxel併用療法使用時の間質性肺疾患に関する後方視的検討. 第50回日本膵臓学会大会; 
20190712; 東京. 
 
入江大樹, 高木忠之, 鈴木 玲, 杉本 充, 中村 純, 橋本 陽, 加藤恒孝, 引地拓人, 大平弘正. 膀胱癌腹

膜播種再発に対して十二指腸ステント留置後にEUS-AGS/HGSを施行した1例. 福島消化器疾患セミナー; 
20190910; 福島. 
 
入江大樹, 高木忠之, 引地拓人, 鈴木 玲, 渡辺 晃, 中村 純, 杉本 充, 紺野直紀, 橋本 陽, 加藤恒

孝, 大平弘正, 小原勝敏. 先天性胆道閉鎖症術後の門脈圧亢進症による食道胃静脈瘤に対し内視鏡治療を繰り返

した一例. 第26回日本門脈圧亢進症学会総会; 20190912; 山口. 
 
入江大樹, 高木忠之, 鈴木 玲, 杉本 充, 紺野直紀, 佐藤雄紀, 引地拓人, 中村 純, 髙住美香, 橋本 

陽, 加藤恒孝, 小原勝敏, 大平弘正. 膵神経内分泌腫瘍(PanNENs)に対するEUS-FNAの検討. 第23回福島県

超音波内視鏡研究会; 20191026; 福島. 
 
入江大樹, 高木忠之, 鈴木 玲, 杉本 充, 紺野直紀, 佐藤雄紀, 渡辺 晃, 中村 純, 橋本 陽, 引地拓

人, 田中秀明, 丸橋 繁, 大平弘正. 外傷性膵損傷におけるERPの有用性に関する検討. 第97回日本消化器内

視鏡学会総会（JDDW2019）; 20191123; 兵庫. 
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加藤恒孝, 引地拓人, 高木忠之, 片倉響子, 鬼澤道夫, 鈴木 玲, 中村 純, 郡司直彦, 杉本 充, 橋本 

陽, 入江大樹, 大平弘正. DOAC内服者の消化器内視鏡診療におけるフィブリンモノマー複合体(FMC)測定の意

義. 第163回日本消化器内視鏡学会東北支部例会; 20190706; 秋田. 
 
加藤恒孝, 引地拓人, 高木忠之, 鈴木 玲, 中村 純, 杉本 充, 橋本 陽, 入江大樹, 大平弘正, 小原勝

敏. 食道静脈瘤診断におけるゼリー充填法を用いたEUSの実際. 第26回日本門脈圧亢進症学会総会; 20190913; 
下関. 
 
加藤恒孝, 引地拓人, 高木忠之, 鈴木 玲, 中村 純, 杉本 充, 橋本 陽, 入江大樹, 大平弘正, 小原勝

敏. 食道胃静脈瘤に対する内視鏡治療における有害事象の検討. 第3回東北門脈圧亢進症研究会; 20190928; 福島. 
 
加藤恒孝, 引地拓人, 高木忠之, 鈴木 玲, 中村 純, 杉本 充, 橋本 陽, 入江大樹, 大平弘正, 小原勝

敏. 食道静脈瘤診断におけるゼリー充填法を用いたEUSの実際. 第23回福島超音波内視鏡研究会; 20191026; 福
島. 
 
橋本 陽, 引地拓人, 渡辺 晃, 中村 純, 菊地 眸, 高木忠之, 鈴木 玲, 杉本 充, 紺野直紀, 髙住美

香, 佐藤雄紀, 入江大樹, 小原勝敏, 大平弘正. 胃GISTに対するEUS-FNAの現状と手技の工夫. 第105回

日本消化器病学会総会; 20190509-11; 金沢. 
 
橋本 陽, 引地拓人, 中村 純, 加藤恒孝, 高木忠之, 鈴木 玲, 杉本 充, 髙住美香, 入江大樹, 小原勝

敏, 大平弘正. 化学放射線療法後の局所遺残・再発食道癌に対する光線力学療法(PDT)の現状. 第163回日本消化

器内視鏡学会東北支部例会; 20190706; 秋田. 
 
橋本 陽, 引地拓人, 中村 純, 加藤恒孝, 高木忠之, 鈴木 玲, 杉本 充, 髙住美香, 入江大樹, 小原勝

敏, 大平弘正. 化学放射線療法後の局所遺残・再発食道癌に対する光線力学療法(PDT)の現状. JDDW2019; 
20191121; 神戸. 
 
橋本 陽, 引地拓人, 中村 純, 渡辺 晃, 加藤恒孝, 高木忠之, 鈴木 玲, 杉本 充, 髙住美香, 入江大

樹, 小原勝敏, 大平弘正. 化学放射線療法後の局所遺残・再発食道癌に対する光線力学療法(PDT)の現状. 
FUJIFILM MEDICAL SEMINAR 2019 in 福島; 20190406; 福島. 
 
橋本 陽, 引地拓人, 中村 純, 加藤恒孝, 高木忠之, 鈴木 玲, 杉本 充, 髙住美香, 入江大樹, 小原勝

敏, 大平弘正. 化学放射線療法後の局所遺残・再発食道癌に対する光線力学療法(PDT)の現状. 第39回福島県食

道癌胃癌研究会; 20191019; 福島. 
 
橋本 陽, 引地拓人, 中村 純, 加藤恒孝, 高木忠之, 鈴木 玲, 杉本 充, 髙住美香, 入江大樹, 小原勝

敏, 大平弘正. 化学放射線療法後の局所遺残・再発食道癌に対する光線力学療法(PDT)の現状. 第366回福島消化

器病研究会; 20190726; 福島. 
 
小橋亮一郎, 高橋裕太, 佐久間千陽, 今泉博道, 國分政樹, 吉田直衛, 熊川宏美. 門脈の退縮の経過が追えた

肝外門脈閉塞症の一例. 日本消化器病学会東北支部第207回例会; 20190705; 秋田. 
 
小橋亮一郎, 高橋裕太, 阿部直人, 持丸友昭, 藁谷雄一, 熊川宏美. 十二指腸メタリックステント留置時にト

ラブルをきたした一例. 第1回福島県メタリックステント研究会; 20190629; 郡山. 
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小橋亮一郎, 高橋裕太, 阿部直人, 持丸友昭, 藁谷雄一, 熊川宏美. Y脚の悪性狭窄に対し消化管ステントを

留置した一例. 第2回福島県メタリックステント研究会; 20191214; 福島. 
 
栁田拓実, 猪狩 剛, 間 浩正, 橋本健明, 今村秀道, 迎 愼二. 胃癌による悪性胃十二指腸狭窄に対する胃

十二指腸用ステント治療の有用性の検討. 第91回日本胃癌学会総会; 20190301; 静岡. 
 
栁田拓実, 佐久間千陽, 間 浩正, 橋本健明, 今村秀道, 迎 愼二. 当院における早期胃癌に対する内視鏡治

療の現状. 第39回福島県食道癌研究会; 20191019; 福島. 
 
高畑陽介, 松橋暢生, 市井 統, 田井真弓, 鈴木智浩, 江尻 豊. 消化管アミロイドーシスから診断・加療に

至ったキャッスルマン病の1例. 日本消化器病学会東北支部第206回例会; 20190209; 仙台. 
 
高畑陽介, 鈴木智浩, 松橋暢生, 市井 統, 田井真弓, 江尻 豊. 当院におけるレンバチニブの治療の現状. レ
ンビマクリニカルカンファレンスセミナー; 20190206; 郡山. 
 
高畑陽介, 鈴木智浩, 清水 広, 篠原暢彦, 秀島宏典, 横川裕子, 松橋暢生, 市井 統, 田井真弓, 江尻 

豊. 膵神経内分泌腫瘍の1例. いわき腹部画像研究会; 20190115; いわき. 
 
高畑陽介, 鈴木智浩, 清水 広, 篠原暢彦, 秀島宏典, 横川裕子, 松橋暢生, 市井 統, 田井真弓, 江尻 

豊. 肝腫瘤の1例. いわき腹部画像研究会; 20190729; いわき. 
 
高畑陽介, 鈴木智浩, 松橋暢生, 市井 統, 田井真弓, 江尻 豊. 当院の肝細胞癌に対するレンバチニブの治

療成績と副作用，ALBI-gradeを用いた検討. JDDW2019; 20191122; 神戸. 
 
綿引 優, 石崎優斗, 小嶋祐紀, 斎藤桂悦, 山野辺邦美, 佐川恵一, 大平弘正. 繰り返す大腸憩室出血に対し

て内視鏡的バンド結紮術が有効であった1例. 福島県農村医学会学術集会; 20190615; 福島. 
 
綿引 優, 石崎優斗, 小嶋祐紀, 斎藤桂悦, 山野辺邦美, 佐川恵一, 大平弘正. 急性アルコール性肝炎の経過

中に虚血性腸炎を発症し, 狭窄型に進展した1例. 日本消化器病学会東北支部第207回例会; 20190705; 秋田. 
 
綿引 優, 今村秀道, 佐久間千陽, 間 浩正, 橋本健明, 迎 愼二. 悪性胆道狭窄に対するメタリックステン

ト留置後における胆嚢炎の検討. 第2回福島県メタリックステント研究会; 20191214; 福島. 
 
清水 広, 鈴木智浩, 高畑陽介, 佐々島朋美, 江尻 豊. 腸管ベーチェットに貧血と染色体異常を合併した一

例. 日本消化器病学会東北支部第207回例会; 20190705; 秋田. 
 
竹田悠太郎, 横山健介, 佐藤秀紀, 石野 淳, 牛尾 純, 大平弘正. 当院におけるSpy Glass DSTMの使用経

験. 第55回日本胆道学会学術集会; 20191003; 名古屋. 
 
石崎優斗, 郡司直彦, 片倉響子, 藤原達雄, 舟窪 彰, 引地拓人, 大平弘正. 妊娠を契機に増悪した潰瘍性大

腸炎の一例. 日本消化器病学会東北支部第206回例会; 20190209; 仙台. 
 
石崎優斗, 郡司直彦, 片倉響子, 鬼澤道夫, 浅野智之, 佐藤秀三, 引地拓人, 大平弘正. アダリムマブ投与後
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に高安動脈炎の合併が明らかになったクローン病の一例. 日本消化器病学会東北支部第207回例会; 20190705; 秋
田. 
 
橋本長一朗, 郡司直彦, 片倉響子, 鬼澤道夫, 加藤恒孝, 引地拓人, 大平弘正. 関節炎を伴った高齢発症潰瘍

性大腸炎の1例. 日本消化器病学会東北支部第207回例会; 20190705; 秋田. 
 
橋本 舞, 黒田聖仁, 大久保義徳, 紺野直紀, 児玉健太, 菅野有紀子, 寺島久美子, 宮田昌之, 田﨑和洋. 
診断に苦慮した肝原発メトトレキサート関連リンパ増殖性疾患の一例. 日本消化器病学会東北支部第207回例会; 
20190705; 秋田. 
 
和田 淳, 郡司直彦, 片倉響子, 鬼澤道夫, 引地拓人, 大平弘正. 診断に苦慮した小児の腸管型ベーチェット

病と考えられる一例. 日本消化器病学会東北支部第207回例会; 20190705; 秋田. 
 
錫谷 研, 郡司直彦, 片倉響子, 鬼澤道夫, 引地拓人, 大平弘正. ベドリズマブにてサイトメガロウイルス腸

炎が再燃した潰瘍性大腸炎の1例. 第218回日本内科学会東北地方会; 20190928; 青森. 
 
〔シンポジウム〕 
 
高橋敦史, 阿部和道, 大平弘正. 自己免疫性肝炎における急性発症病態の相違. 第55回日本肝臓学会総会（ワー

クショップ）; 20190523; 東京. 
 
高橋敦史, 阿部和道, 大平弘正. 自己免疫性肝炎全国調査. 第23回日本肝臓学会大会JDDW2019（ワークショ

ップ); 20191121; 神戸. 
 
阿部和道, 高橋敦史, 大平弘正. 抗核抗体陰性または低力価である自己免疫性肝炎の臨床的特徴. 第55回肝臓学

会総会（ワークショップ）; 20190531; 東京. 
 
中村 純, 引地拓人, 橋本 陽, 小原勝敏, 大平弘正. 胃・十二指腸潰瘍出血症例の臨床的特徴の検討. 第163
回日本消化器内視鏡学会東北支部例会（パネルディスカッション）; 20190706; 秋田. 
 
中村 純, 引地拓人, 大平弘正. 福島市における対策型胃がん内視鏡検診の現状と新たな取り組み（パネルディ

スカッション）. 第97回日本消化器内視鏡学会総会; 20190531; 東京. 
 
中村 純, 引地拓人, 大平弘正. 福島市と川俣町における対策型胃がん検診の現状と将来展望（パネルディスカ

ッション）. 第105回日本消化器病学会総会; 20190512; 金沢. 
 
中村 純, 引地拓人, 大平弘正. 食道・胃ESD時の穿孔に対するトラブルシューティング（ワークショップ）. 
JDDW2019; 20191123; 神戸. 
 
紺野直紀, 小原勝敏, 大平弘正. 胃静脈瘤治療に対する最近の進歩～HA/EO併用法導入後5年間の治療成績～

（パネルディスカッション）. 第97回日本消化器内視鏡学会総会; 20190601; 東京. 
 
川島一公, 山田真善, 関口正宇, 高丸博之, 坂本 琢, 松田尚久, 斎藤 豊. 大腸癌の確実な内視鏡診断にお

ける当院の工夫（ビデオワークショップ1）. 第109回日本消化器内視鏡学会関東支部例会; 20191215; 東京. 
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橋本 陽, 引地拓人, 大平弘正. Current status of EUS-FNA and LECS for gastric subepithelial lesions（パネ

ルディスカッション）. 第97回日本消化器内視鏡学会総会; 20190602; 東京. 
 
栁田拓実, 佐久間千陽, 間浩 正, 橋本健明, 今村秀道, 迎 愼二. 当院における上部消化管出血に対する緊

急内視鏡の現状（パネルディスカッション）. 第163回日本消化器内視鏡学会東北支部例会; 20190706; 秋田. 
 
〔特別講演〕 
 
大平弘正. 新たな時代を迎えた肝疾患診療. レミッチ in いわき; 20190320; いわき. 
 
大平弘正. 自己免疫肝炎（特別企画2）. 第55回日本肝臓学会総会; 20190513; 東京. 
 
大平弘正. 新たな時代を迎えた肝疾患診療. 第8回四国門脈圧亢進症研究会; 20190831; 香川. 
 
大平弘正. 肝疾患診療の進歩. 令和元年度健康教育研究会; 20190924; 郡山. 
 
大平弘正. 自己免疫性肝炎の話題－アザチオプリンの位置づけ. イムランWEBセミナー; 20190625; 福島. 
 
大平弘正. 自己免疫性肝疾患の理解のために. 難治性の肝・胆道の病気に関する講演会; 20190626; 山形. 
 
大平弘正. 自己免疫性肝炎の患者さんへ. AIH・PBC・PSC医療講演会; 20191215; 東京. 
 
高木忠之. 膵疾患に対する集学的治療～ソナゾイドによる診断を含めて～. 第15回いわき肝胆膵研究会; 
20190906; いわき. 
 
高橋敦史. 非アルコール性脂肪性肝疾患と不眠症. 生活習慣病と消化器疾患フォーラム; 20190215; 福島. 
 
高橋敦史. 肝臓から糖尿病治療を考える. 第4回いわき糖尿病研究会; 20190708; いわき. 
 
高橋敦史. 脂質管理からみた非アルコール性脂肪性肝疾患の治療戦略. 鷹巣医師団定例医談会; 20190712; 北秋田

市. 
 
高橋敦史. メタボリックシンドロームとしての脂肪肝診療. 生活習慣病セミナー; 20190607; 郡山. 
 
高橋敦史. 非アルコール性脂肪性肝疾患における糖・脂質管理. 脂質の未来を考える; 20190913; 福島. 
 
阿部和道. 肝疾患と腸内細菌叢. 福島県腸内細菌学術講演会; 20191018; 福島. 
 
阿部和道. カルニチンと筋症状/疲労. 東北肝疾患WEBセミナー; 20191023; 山形. 
 
阿部和道. 福島からの発信！C型肝炎に対するDAA治療によるSVR後発癌と予後－Fukushima Liver 
Academic Group (FLAG)のデータを中心に－. 肝炎・腹腔内感染症インターネット講演会; 20191025; 東京. 
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鬼澤道夫. 炎症性腸疾患とその治療法開発の歴史. ゼルヤンツ潰瘍性大腸炎適正使用講演会; 20191115; 郡山. 
 
鬼澤道夫. TNFの過去・現在・未来. Fukushima IBD Forum 2019; 20191130; 福島. 
 
郡司直彦. 大学病院における便秘診療. 相馬郡医師会講演会; 20190911; 相馬. 
 
大平弘正. 自己免疫肝疾患の最新知見（教育講演）. 2019年度日本肝臓学会前期教育講演会; 20190601; 東京. 
 
大平弘正. 自己免疫肝疾患のup to date（教育講演）. 第56回日本消化器免疫総会; 20190801; 京都. 
 
大平弘正. 自己免疫肝疾患の話題（教育講演）. 第29回日本リウマチ学会北海道・東北支部学術集会; 20191102; 
青森. 
 
高橋敦史. 肝臓から糖尿病を予防する！健康づくりセミナー（教育講演）. いきいき健康づくりフォーラム in 白
河; 20190224; 白河. 
 
阿部和道. 肝臓からみたメタボとサルコペニア（教育講演）. 第57回全国大学保健管理研究集会東北地方研究集

会; 20190725; 福島. 
 
阿部和道. ウイルス性肝炎 肝硬変 肝がん（教育講演）. 福島県肝炎医療コーディネーター養成研修会; 
20191001; 郡山. 
 
紺野直紀. 胃がんの最近の内科的治療法～早期胃癌に対する内視鏡的治療を中心に～（教育講演）. 第80回日本

消化器病学会東北支部市民公開講座; 20191110; 福島. 
 
林 学. 当科における進行肝細胞癌治療の現状. 福島県C型肝炎学術講演会; 20190927; 郡山. 
 
藁谷雄一. 当院におけるルビプロストン使用状況 ～高齢者を中心に～. 福島市学術講演会; 20190305; 福島. 
 
藁谷雄一. 当院における便秘症治療の現状 ～リナクロチドの使用経験を踏まえて～. 相馬郡医師会講演会; 
20190911; 福島. 
 
〔その他〕 
 
片倉響子. 厚生労働省医系技官を経験して. FMUキャリアサポート交流会; 20190125; 福島. 
 
片倉響子. 難病対策の動向と地域連携について. エンタイビオ講演会 in Fukushima; 20190405; 福島. 
 
阿部和道. 肝疾患と腸内細菌. 持田製薬社内勉強会; 20190626; 福島. 
 
 
 

  


